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１．基本的な考え方 

 

（１） 湖北地域連携パスは、患者の疾病の回復過程に応じて、急性期・回復期・維

持期における治療と支援が切れ目なく進んでいくためのツールとして活用さ

れることを目的に作成しました。 

 

（２） 「脳卒中」「大腿骨近位部骨折」の２疾患のすべての患者に使用します。 

 

 

（３） 患者や家族が目標を持って安心して治療を受けることができ、ひいては、治

療への積極的な参画につながるよう、「患者用パス」を用いて一連の流れや

達成目標をわかりやすく理解して頂くためのツールとなっています。 

 

（４） 達成目標は、単に機能的なものだけでなく、生活目標を明確にすることとして

います。 

 

（５） 医療職や介護職などすべての関係者が記載でき、理解できるものであるこ

と、そして各時期を担当している関係者の知りたい情報を出来るだけ多く掲

載できるよう努めました。 

 

（６） 記入する関係者の負担を出来るだけ少なくするとともに、診療情報提供書、

看護サマリー、リハビリサマリーに取って代わるものとして運用可能です。 

 

（７） 地域連携パスは、連携をはかるための共通のツールとして用いるものであ

り、連携事例を検討していくことで、地域課題の発掘や連携者同士の専門性

の向上を目指します。 
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２．運用方法 

 
湖北地域連携パス運用フロー図→P８ 

 

（１） 対象 
湖北地域の３病院（長浜赤十字病院、市立長浜病院、長浜市立湖北病院） 

において、脳卒中及び大腿骨近位部骨折で入院したすべての患者 

 

    しかし、以下の場合においては、対象外とします。 

① 患者および家族からの同意が得られない場合 

② 居住地が県外である場合 

 

    

地域連携パスの中止・終了 

① 経過中に、合併症など他の治療が優先される疾患の出現により、治

療プログラムを中断した場合 

② 経過中に、帰来先が県外に転出した場合 

③ 死亡された場合 

④ 終末期により看取りの方向となった場合 

 ＊いずれの場合も、上記が判明した時点で、連携元へ地域連携パスを返 

送する。 

 

（２） 患者用パスの使用 
＜目的＞  

・ 急性期から維持期までの一連の流れと達成目標を患者や家族に 理

解していただくことを目的としています。 

＜説明事項＞ 

・ 「患者用パス」を用いて、一連の流れや達成目標等を患者に説明する。 

・ 連携機関あてに情報提供することについての同意を得る。 

・ 単にこのパスを患者や家族に手渡すだけでなく、予測されるコースや患

者の重症度に応じた説明など、適切な助言を行う。 

  ＜説明時期の目安＞ 

・ 脳卒中→発症後、おおむね１～２週間 

・ 大腿骨近位部骨折→手術前後 

＜説明者＞ 

・ 主治医又は担当看護師を基本とするが、院内の状況に応じて調整す

る。 
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（３） 関係者用パスの作成 

＜目的＞  

・ 患者の疾病の回復過程に応じて、急性期・回復期・維持期における治療

と支援が切れ目なく進んでいくためのツールとして運用する。 

＜使用方法＞ 

・ 大腿骨近位部骨折については、受傷前情報として、必要に応じて「受

傷前日常生活動作調査シート」(別紙参照)を活用し、患者家族から

情報収集する。 

・ ケアマネジャーの担当がない場合は、市役所職員又は、地域包括支

援センター職員が関係者用のパスをもとに訪問することを周知す

る。 

＜記載上の注意＞ 

・ 病院（急性期、回復期）及び老人保健施設においては、医師、看護師、

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士等が、それぞれ役

割分担し、共同して作成する。 

・ 内容はわかりやすく記載し、項目ごとに記入漏れのないようにする。 

・ 必要に応じて、追加情報を添付し情報提供を行う。 

・ 脳卒中においては、血液検査等のデータを添付する。 

 

（４）連携先への送付 

・ 病院を転棟・退院時に、病棟や連携窓口から、それぞれの「連携先」

（地域包括ケア病棟、療養病床、老人保健施設、居宅介護支援事業

所、地域包括支援センター等）へ情報提供を行う。 

・ ショートスティを利用される場合は、居宅サービスになるため、居

宅介護支援事業所のケアマネジャーに情報提供を行う。 

・ 介護保険に該当しない場合は、市役所担当課（長浜市在住の対象の

場合は長浜市高齢福祉介護課へ、米原市在住の対象の場合は米原市

くらし支援課）に情報提供を行う。 

 

市が実施する簡易な質問用紙（基本チェックリスト）による判定で、該当者

は、「介護予防・日常生活支援総合事業」の介護予防・生活支援サービス（訪

問・通所サービス）を利用することができます。また、市では、65 歳以上の

高齢者を対象とした一般介護予防事業（運動器機能向上等）も実施していま

す。 
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・ 要介護認定申請中で認定結果が未定の場合、ケアマネジャーが決定

している場合は担当のケアマネジャーに、未決定の場合は、市役所

高齢福祉担当課（長浜市在住の対象の場合は長浜市高齢福祉介護課

へ、米原市在住の対象の場合は米原市くらし支援課）に情報提供を

行う。 

 

 

（５）連携先(回復期病院、地域包括ケア病棟、療養病床・施設・在 

宅)での作成と返送 

 

＜病院、施設の場合＞ 

・ それぞれの連携機関では、転棟時及び退院・退所時の状況を記入し、

次の連携先(在宅等)に送付する。 

・ ただし、入院(入所)が長期化する可能性がある場合は、退院時点での

情報を記入し、連携元の医療機関に送付する。 

 

＜在宅の場合＞ 

・ 居宅介護支援事業所のケアマネジャーあるいは、市職員および、地域

包括支援センターの担当者が記載する。 

・ 退院後１ヶ月の時点での情報を記入し、連携元の医療機関(施設)へ送

付する。 

・ 原本を保管し、コピーを送付する。 

 

（６）保管 

  ・ 各病院において、地域連携パス送付前のコピーと返送分を年度ご

とにまとめてファイリングし、各病院の地域連携担当部署にて保管

する。 
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 ３．湖北地域連携パス運用の流れ 

１．急性期→回復期→在宅 

＜急性期病院から回復期病院・病棟、老人保健施設等を経て在宅への場合＞ 

①急性期病院→回復期病院・病棟(施設等)・・・退院時／転棟時に送付する。 

②回復期病院・病棟(施設等)→在宅・・・退院(退所)時に送付する。 

③在宅→回復期病院・病棟(施設等)および急性期病院・・・退院（退所）後、1

ヶ月時点での情報を送付する。 

 

２．急性期→在宅 

＜急性期病院から、直接、在宅への場合＞ 

④急性期病院→居宅介護支援事業所あるいは地域包括支援センター等およ 

び、かかりつけ医・・・退院時に送付する。 

⑤居宅介護支援事業所あるいは地域包括支援センター等→急性期病院・・・ 

退院後、1 ヶ月時点での情報を送付する。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④

　　
①

② ②

③
⑤

③

④

　　　　　パス送付
　　　　　フィードバック

居宅介護支援事業者
（ケアマネジャー）

地域包括支援センター

市役所担当課

訪問看護事業者
訪問リハ 事業者
訪問介護事業者
通所リハ 事業者
通所介護事業者

等

急性期 回復期 維持期

大
腿
骨
近
位
部
骨
折
・
脳
卒
中
発
症
患
者
（
家
族
）

急性期病院

長浜赤十字病院
市立長浜病院

長浜市立湖北病院

回復期病院・
施設

地域包括ケア病棟
療養病棟

老人保健施設等

経過報告書
（急性期情報）

患者・家族へ説明
退院時、連携先へ

経過報告書
（急性期情報）
（回復期情報）

患者・家族へ説明
退所時、連携先へ

かかりつけ医

経過報告書
（急性期情報）

患者・家族へ説明
退院時、連携先へ

経過報告書（維持期情報）
退院後１ヶ月時点の状況を記載し返送

＜急性期病院＞ ①・④

退院／転棟／転院時に連携先に送付

（在宅へ退院時は、地域の連携先と、かかりつけ医に送付する）

＜回復期病院・施設＞ ②

退院／転院／退所時に、次の連携先に送付する

＜在宅＞ ③・⑤

退院／退所後1か月時点での情報を、連携元（急性期病院／回復

期病院・施設）に送付する。
＜地域連携クリティカルパス検討部会＞

地域課題や運用方法、連携等について検討

予防的な取り組みについて検討

経過報告書（維持期情報）
退院後１ヶ月時点の状況
を記載し返送

湖北地域連携クリティカルパス（大腿骨近位部骨折・脳卒中）運用の流れ＜H29.4～＞

診療情報提供書と
合わせて送付

必要時情報提供

在宅
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 ４．湖北地域連携パス様式（脳卒中）患者用 
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 ５．湖北地域連携パス様式（大腿骨近位部骨折）患者用 
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主

治
医

の
判

断
の

も
と

患
者

・
家

族
と

行
き

先
を

決
定

し
ま

す
。

  
□

　
　

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
　

  
□

 　
運

動
の

障
害

　
  

  
□

　
　

療
養

型
病

院
 

  
□

　
　

有
料

老
人

ホ
ー

ム
 等

　
  

□
 　

痛
み

　
  

  
□

　
　

介
護

老
人

保
健

施
設

  
□

　
　

介
護

老
人

保
健

施
設

  
□

　
　

医
療

療
養

型
病

床
治

 療
 期

 間
 ：

 
　

２
週

間
治

 療
 期

 間
 ：

 
  
□

　
　

1
ヶ

月
 未

満
生

 活
 目

 標
　

：

 
  
□

　
　

1ヶ
月

 ～
 2

ヶ
月

《
 在

宅
の

活
用

資
源

 》
治

 療
 内

 容
 ：

 
  
□

　
　

2ヶ
月

 ～
 3

ヶ
月

□
　

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

□
　

訪
問

診
察

治
 療

 内
 容

 ：
 

□
　

訪
問

看
護

□
　

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

転
 医

 基
 準

 ：
 

□
　

訪
問

介
護

□
　

デ
イ

ケ
ア

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
転

 医
 基

 準
 ：

 
□

　
福

祉
用

具
□

　
そ

の
他

　
　

　
□

　
 レ

ン
ト

ゲ
ン

　
　

　
　

　
□

  
  
 薬

剤
管

理
 

　
　

　
□

　
 採

血
　

　
　

　
　

□
　

  
 リ

ハ
ビ

リ
　

　
　

□
　

 創
部

の
状

態

 □
 自

宅
退

院
基

準
 ：

 □
 自

宅
退

院
基

準
 ：

 □
 施

設
入

所
基

準
 ：

 □
 施

設
入

所
基

準
 ：

 □
 転

  
院

  
基

  
準

 ：
 □

 転
  

院
  

基
  

準
 ：

H
2
8
年

1
2
月

改
訂

版

説
明

者
　

：

　
生

活
が

自
立

で
き

る
、

ま
た

は
家

族
介

護
や

介
護

保
険

・在
宅

サ
ー

ビ
ス

の
導

入
に

よ
り

自
宅

療
養

が
可

能
　

生
活

が
自

立
で

き
る

、
ま

た
は

家
族

介
護

や
介

護
保

険
・在

宅
サ

ー
ビ

ス
の

導
入

に
よ

り
自

宅
療

養
が

可
能

 □
 施

設
入

所
基

準
 ：

 □
 自

宅
退

院
基

準
 ：

 □
 転

  
院

  
基

  
準

 ：
　

自
宅

退
院

困
難

に
て

継
続

的
な

医
療

が
必

要
　

自
宅

退
院

困
難

に
て

継
続

的
な

医
療

が
必

要

　
在

宅
復

帰
、

入
所

、
転

院
の

際
に

は
い

ろ
い

ろ
な

準
備

が
必

要
で

す
。

　
主

治
医

や
看

護
師

に
相

談
し

ま
し

ょ
う

。

　
在

宅
復

帰
、

入
所

、
転

院
の

際
に

は
い

ろ
い

ろ
な

準
備

が
必

要
で

す
。

　
主

治
医

や
看

護
師

に
相

談
し

ま
し

ょ
う

。

　
自

宅
退

院
困

難
に

て
継

続
的

な
医

療
が

必
要

　
自

宅
退

院
困

難
に

て
継

続
的

な
施

設
療

養
が

必
要

　
自

宅
退

院
困

難
に

て
継

続
的

な
施

設
療

養
が

必
要

　
自

宅
退

院
困

難
に

て
継

続
的

な
施

設
療

養
が

必
要

　
在

宅
復

帰
、

入
所

、
転

院
の

際
に

は
い

ろ
い

ろ
な

準
備

が
必

要
で

す
。

主
治

医
や

看
護

師
に

相
談

し
ま

し
ょ

う
。

　
主

治
医

の
判

断
の

も
と

患
者

・
家

族
と

行
き

先
を

決
定

し
ま

す
。

（　
転

入
日

 ：
　

　
平

成
 　

　
  
年

　
　

　
　

月
　

　
　

日
　

）
（
　

退
院

日
 　

・ 
　

入
所

日
 　

：
　

　
平

成
 　

　
  
年

　
　

　
　

月
　

　
　

日
　

）

・ 管 理

治 療 の 継 続 今 後 の 見 通 し

　
生

活
が

自
立

で
き

る
、

ま
た

は
家

族
介

護
や

介
護

保
険

・
在

宅
サ

ー
ビ

ス
の

導
入

に
よ

り
自

宅
療

養
が

可
能

　
在

宅
で

の
生

活
が

維
持

で
き

る

　
診

断
と

専
門

的
・集

中
的

な
治

療
を

行
い

ま
す

。
　

機
能

回
復

と
生

活
動

作
の

改
善

に
向

け
た

 ﾘ
ﾊ

ﾋ
ﾞﾘ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

を
実

施
し

ま
す

。
　

自
宅

退
院

を
前

提
と

す
る

。
・
中

程
度

以
上

の
認

知
症

の
な

い
患

者
・
受

傷
前

、
立

位
保

持
、

歩
行

が
可

能
で

あ
り

　
リ

ハ
ビ

リ
に

意
欲

的
で

あ
る

。
・
抜

糸
が

終
了

し
て

い
る

。
・
高

度
な

医
療

処
置

が
な

い
。

　
介

護
サ

ー
ビ

ス
な

ど
を

利
用

し
て

在
宅

生
活

も
し

く
は

施
設

で
の

生
活

が
で

き
る

。

終
了

ま
で

継
続

骨
折

に
よ

る
機

能
障

害
に

対
す

る
治

療
を

行
う

時
期

で
す

在
宅

を
含

め
、

現
在

の
機

能
を

維
持

す
る

時
期

で
す

骨
折

に
対

す
る

外
科

的
な

治
療

を
行

う
時

期
で

す

継
続

し
た

リ
ハ

ビ
リ

や
介

護
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る
よ

う
、

患
者

様
の

情
報

に
つ

い
て

、

病
院

・施
設

の
担

当
者

や
地

域
の

担
当

者
へ

情
報

提
供

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

当
院

で
は

複
数

の
リ

ハ
ビ

リ
施

設
と

連
携

し
て

お
り

ま
す

が
リ

ハ
ビ

リ
が

困
難

な
状

況
が

予
測

さ
れ

る
方

に
お

い
て

は
入

院
時

に
退

院
後

の
療

養
場

所
（
在

宅
を

含
む

）
を

主
治

医
と

協
議

の
う

え
提

案
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
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/
/

/
/

/

湖
北

地
域

連
携

パ
ス

（
脳

卒
中

）
【
経

過
報

告
書

　
兼

　
依

頼
書

】
【
関

係
者

用
】

＜
H

2
8
年

1
2
月

改
訂

版
＞

氏
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
様

（男
・
女

）
施

設
名

：　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

話
：

施
設

名
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

話
：
　

　

住
所

（
　

　
　

　
　

・
　

　
　

　
　

）
構

音
障

害
の

有
無

:

施
設

名
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

話
：　

退
院

時
の

状
況

覚
醒

、
意

識
障

害
の

有
無

:
入

院
（
入

所
）
中

の
経

過
在

宅
で

の
経

過
麻

痺
の

有
無

:

生
年

月
日

M
・
T
・
S
・
H

　
  

  
  
 年

 　
　

  
　

月
　

 　
　

 日
生

　
 （

　
 　

　
　

　
歳

）
高

次
脳

機
能

障
害

の
有

無
:
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
e
x失

語
症

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

発
症

日
H

年
月

日
入

院
日

H
年

月
日

主
治

医
説

明

病
巣

診
断

出
血

（
）

梗
塞

（
)

　
　

　
（

）

急
性

期
治

療

手
術

の
有

無
（

）
　

（
)

記
入

：医
師

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

記
入

：
　

医
師

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
記

入
：
担

当
者

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
　

　
　

　
　

　
　

　
誰

に
：

(
紹

介
先

：
)

□
か

か
り

つ
け

医
師

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
（

)
説

明
日

：
H

　
　

　
・
　

　
　

・
　

　
　

　
説

明
者

：

生 活 目 標 達 成 度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
開

始
全

介
助

レ
ベ

ル
ベ

ッ
ト

上
動

作
レ

ベ
ル

車
椅

子
レ

ベ
ル

立
位

レ
ベ

ル
歩

行
可

能
レ

ベ
ル

応
用

歩
行

レ
ベ

ル
開

始
日

/
～

※
達

成
時

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

る
※

達
成

時
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
る

※
達

成
時

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

る
※

達
成

時
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
る

※
達

成
時

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

る
※

達
成

時
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
る

生
活

動
作

達
成

度

　
　

　
/

　
　

　
開

始
日

/
　

　
　

開
始

日
/

　
　

　
開

始
日

/
　

　
　

開
始

日
/

　
　

　
開

始
日

/
　

　
　

開
始

日
/

/
開

始
日

/
開

始
日

/
開

始
日

/
開

始
日

/
開

始
日

/
開

始
日

/

開
始

日
/

開
始

日
/

開
始

日
/

開
始

日
/

開
始

日
/

A
D

L
等

達
成

度
　

　
　

開
始

日
/

　
　

　
開

始
日

/
　

　
　

開
始

日
/

　
　

　
開

始
日

/

開
始

日
/

開
始

日
/

開
始

日
/

/

開
始

日
/

開
始

日
言

語
・摂

食
嚥

下
機

能
の

達
成

度
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

食
事

姿
勢

食
形

態
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
食

事
摂

取
方

法
環

境
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
°

水
分

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
栄

養
補

助
食

品
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

　
　

　
　

　
　

【
発

症
前

情
報

】
　

聞
き

取
り

日
　

　
/

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 連 携 計 画

【
病

　
　

院
】

【
回

復
期

病
院

・
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
・
療

養
病

棟
・
老

健
】
　

【在
　

　
宅

】

生
活

場
所

移
動

の
初

期
目

標
設

定
日

変
更

時
目

標
設

定
日

移
動

の
初

期
目

標
設

定
日

変
更

時
目

標
設

定
日

移
動

の
初

期
目

標
設

定
日

移
動

の
目

標

  
  

　
  
  

　
  

  
　

  
  

　
  

  
　

  
  

　
　

　
□

 達
成

　

　
　

□
 未

達
成

　

移
動

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

経
過

と
申

し
送

り
入

院
（
入

所
）後

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

経
過

生
活

上
の

目
標

食
事

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

排
泄

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

入
浴

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

〈
訪

問
系

サ
ー

ビ
ス

〉
〈
通

所
系

サ
ー

ビ
ス

〉
〈
そ

の
他

〉
更

衣
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
□

　
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
□

　
通

所
リ

ハ
ビ

リ

か
か

り
つ

け
医

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

先
生

□
　

訪
問

介
護

□
　

通
所

介
護

□
　

訪
問

看
護

  
  
  
  

  
P
T

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）　
　

　
　

O
T
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

S
T
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
P

T
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）　

O
T
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）　

　
S
T
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
　

□
　

訪
問

入
浴

既
往

歴

看 　 護 　 情 　 報 　 等

退
院

時
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

： 
  

  
  
  
  

 （
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日
　

）　
・

退
院

時
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

：　
　

　
　

　
（　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日
）
　

　
　

・
介

護
度

変
更

：
退

院
日

：
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日
退

院
（
退

所
）日

：
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日
帰

宅
1
か

月
後

：
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日
介

護
認

定
申

し
込

み
：
　

　
　

　
　

（
　

　
　

月
　

　
　

日
）
　

　
　

　
　

　
介

護
認

定
調

査
：

介
護

度
変

更
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
介

護
度

：
　

要
支

援
；
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
要

介
護

；
介

護
度

：
　

要
支

援
　

；
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

要
介

護
；

介
護

度
：
　

要
支

援
；
　

　
　

　
　

　
　

　
　

要
介

護
；
　

　
　

　
　

　
　

　
　

趣
味

・
職

歴
等

移
　

動
　

：
移

　
動

　
：

移
　

動
　

：
発

症
前

の
生

活
状

況

食
　

事
　

：
食

　
事

　
：

食
　

事
　

：

排
　

泄
　

：
排

　
泄

　
：

排
　

泄
　

：
生

活
上

の
最

終
ゴ

ー
ル

入
　

浴
　

：
入

　
浴

　
：

入
　

浴
　

：

身
長

　
　

　
　

　
ｃ
ｍ

　
　

体
重

　
　

　
　

　
K
g　

　
　

　
　

入
院

中
の

血
圧

身
長

　
　

　
　

　
ｃ
ｍ

　
　

体
重

　
　

　
　

　
K
g　

　
　

　
　

入
院

（入
所

）
中

の
血

圧
　

　
身

長
　

　
　

　
　

ｃ
ｍ

　
　

体
重

　
　

　
　

　
K
g　

　
　

　
　

入
院

（入
所

）
中

の
血

圧
　

　

家
族

構
成

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

看
護

・
介

護
上

問
題

点
看

護
・
介

護
上

問
題

点
看

護
・
介

護
上

問
題

点

要
介

護
認

定
:

介
護

度

担
当

ｹ
ｱ

ﾏ
ﾈ

ｰ
ｼ
ﾞｬ

ｰ

氏
名

：
担

当
者

：
事

業
所

：
担

当
者

：

転
帰

先
転

帰
先

紹
介

先
身

障
手

帳
級

本
人

・
家

族
の

希
望

本
人

・
家

族
の

希
望

本
人

・
家

族
の

希
望

自
宅

連
絡

先
電

話
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

家
族

連
絡

先
氏

名
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
続

柄
：
　

　
　

　
　

担
当

者
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
病

棟
管

理
者

：
担

当
者

：
病

棟
管

理
者

：

電
話

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

パ
ス

送
付

先
送

付
日

：
平

成
年

月
日

パ
ス

送
付

先
送

付
日

：
平

成
年

月
日

パ
ス

送
付

先
送

付
日

：
平

成
年

月
日

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り
・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

ベ
ッ
ド

上
車

い
す

つ
か

ま
り

歩
行

つ
か

ま
り

立
ち

杖
歩

行
歩

行
器

歩
行

独
歩

ベ
ッ
ド

上
車

い
す

つ
か

ま
り

歩
行

つ
か

ま
り

立
ち

杖
歩

行
歩

行
器

歩
行

独
歩

ベ
ッ
ド

上
車

い
す

つ
か

ま
り

歩
行

つ
か

ま
り

立
ち

杖
歩

行
歩

行
器

歩
行

独
歩

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

無
済

済
無

ベ
ッ
ド

上
車

い
す

つ
か

ま
り

歩
行

つ
か

ま
り

立
ち

杖
歩

行
歩

行
器

歩
行

独
歩

ベ
ッ
ド

上
車

い
す

つ
か

ま
り

歩
行

つ
か

ま
り

立
ち

杖
歩

行
歩

行
器

歩
行

独
歩

ベ
ッ
ド

上
車

い
す

つ
か

ま
り

歩
行

つ
か

ま
り

立
ち

杖
歩

行
歩

行
器

歩
行

独
歩

リ
ハ

計
画

書
記

載
（ 1

ヶ
月

）

リ
ハ

計
画

書
記

載
（ 2

ヶ
月

）

ベ
ッ
ト

上
臥

床
ギ

ャ
ッ
ジ

座
位

寝
返

り
起

き
上

が
り

端
坐

位

整
容

動
作

食
事

動
作

更
衣

動
作

（
上

衣
）

車
椅

子
移

乗
車

椅
子

駆
動

起
立

～
立

位

ト
イ

レ
動

作
更

衣
動

作
（
下

衣
）

片
手

・
利

手
交

換

つ
か

ま
り

立
ち

つ
か

ま
り

立
ち

で
足

踏
み

手
放

し
立

位
保

持

入
浴

動
作

平
行

棒
（
手

摺
）
歩

行
歩

行
器

歩
行

杖
歩

行
独

歩
家

事
動

作
趣

味
・
仕

事

段
差

昇
降

屋
外

歩
行

困
難

困
難

代
償

手
段

日
常

会
話

可
能

ギ
ャ

ッ
ジ

ア
ッ
プ

車
椅

子
座

位
ゼ

リ
ー

食
ミ
キ

サ
ー

食
刻

み
と

ろ
み

食
刻

み
食

軟
菜

食
常

食
と

ろ
み

無
し

ゼ
リ
ー

と
ろ

み
有

り
全

介
助

一
部

介
助

自
力

摂
取

一
側

嚥
下

う
な

ず
き

嚥
下

横
向

き
嚥

下
交

互
嚥

下
複

数
回

嚥
下

無
し

有
り

無
有

く
も

膜
下

出
血

無
有

無
有

左
右

無
有

ア
テ

ロ
ー

ム
血

栓
性

梗
塞

ラ
ク

ナ
梗

塞
脳

内
出

血

心
原

性
梗

塞
そ

の
他

有
：

無
tP

A
ワ

ー
フ

ァ
リ
ン

シ
ャ

ン
ト

圧

在
宅

介
護

降
圧

剤
管

理

ヘ
パ

リ
ン

坑
血

小
板

薬
自

立
退

院
死

亡
そ

の
他

血
糖

管
理

転
院

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

済
無

有
無

無
有

在
宅

介
護

自
立

退
院

死
亡

転
院

自
宅

老
健

特
老

療
養

型
回

復
期

リ
ハ

そ
の

他

自
宅

（
同

居
人

: 
  
 有

・
無

）
・

施
設

・
そ

の
他

地
域

連
携

パ
ス

の
説

明
済

み
本

人
家

族
（

）

地
域

包
括

ケ
ア

済
未

有
無

有
無

非
該

当
１

2
２

４
３

１
５

非
該

当
１

2
２

４
３

１
５

非
該

当
１

2
２

４
３

１
５
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【
日

常
生

活
機

能
評

価
表

】
病

院
施

設
在

宅
【
バ

ー
セ

ル
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
（
B

a
rt

h
e
l　

In
d
e
x
：
機

能
的

評
価

）
】

発
症

前
病

院
施

設
在

宅

患
者

の
状

況
得

点
/

/
/

項
目

検
査

･ス
コ

ア
/

/
/

/
0
点

1
点

2
点

1
食

事

1
0

自
立

、
自

助
具

な
ど

の
装

着
可

、
標

準
的

時
間

内
に

食
べ

終
え

る
床

上
安

静
の

指
示

な
し

あ
り

5
部

分
介

助
（
例

え
ば

、
お

か
ず

を
切

っ
て

こ
ま

か
く

し
て

も
ら

う
）

ど
ち

ら
か

の
手

を
胸

元
ま

で
持

ち
上

げ
ら

れ
る

で
き

る
で

き
な

い

0
全

介
助

寝
返

り
で

き
る

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
で

き
な

い

2
車

椅
子

か
ら

ベ
ッ

ト

へ
の

移
動

1
5

自
立

、
ブ

レ
ー

キ
、

フ
ッ

ト
レ

ス
の

操
作

も
含

む
（
非

行
自

立
も

含
む

）
起

き
上

が
り

で
き

る
で

き
な

い

1
0

軽
度

の
部

分
介

助
ま

た
は

監
視

を
要

す
る

座
位

保
持

で
き

る
支

え
が

あ
れ

ば
で

き
る

で
き

な
い

5
座

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
が

ほ
ぼ

全
介

助
移

乗
で

き
る

見
守

り
・
一

部
介

助
が

必
要

で
き

な
い

0
全

介
助

ま
た

は
不

可
能

移
動

方
法

介
助

を
要

し
な

い
移

動
介

助
を

要
す

る
移

動
（
搬

送
を

含
む

）

3
整

容
5

自
立

（
洗

面
、

整
髪

、
歯

磨
き

、
髭

剃
り

）
口

腔
清

潔
で

き
る

で
き

な
い

0
部

分
介

助
ま

た
は

不
可

能
食

事
摂

取
介

助
な

し
一

部
介

助
全

介
助

4
ト

イ
レ

動
作

1
0

自
立

、
衣

服
の

動
作

、
後

始
末

を
含

む
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
便

器
な

ど
を

利
用

し
て

い
る

場
合

は
そ

の
洗

浄
も

含
む

で
き

な
い

衣
服

の
着

脱
介

助
な

し
一

部
介

助
全

介
助

診
察

・
療

養
上

の
指

示
が

通
じ

る
は

い
い

い
え

5
部

分
介

助
、

体
を

支
え

る
、

衣
服

、
後

始
末

に
介

助
を

要
す

る
他

者
へ

の
意

思
の

伝
達

で
き

る
で

き
る

時
と

で
き

な
い

時
が

あ
る

5
入

浴
5

自
立

0
全

介
助

ま
た

は
不

可
能

あ
る

0
部

分
介

助
ま

た
は

不
可

能
合

　
計

　
得

　
点

0

危
険

行
動

な
い

6
歩

行

1
5

4
5
m

以
上

の
歩

行
、

補
装

具
（
車

椅
子

、
歩

行
器

は
除

く
）
の

使
用

の
有

無
は

問
わ

な
い

1
0

4
5
m

以
上

の
介

助
歩

行
、

歩
行

器
の

使
用

も
含

む

5
歩

行
不

能
の

場
合

、
車

椅
子

で
4
5
m

以
上

の
操

作
可

能
【
そ

の
他

の
情

報
】
　

（
自

由
記

載
：
記

載
者

の
職

種
、

氏
名

を
ご

記
入

下
さ

い
）

0
上

記
以

外
担

当
施

設
名

担
当

施
設

名

7
階

段
昇

降

1
0

自
立

、
手

す
り

な
ど

の
使

用
の

有
無

は
問

わ
な

い

5
介

助
又

は
監

視
を

要
す

る

0
不

能

8
着

替
え

1
0

自
立

、
靴

、
フ

ァ
ス

ナ
ー

、
装

具
の

着
脱

を
含

む

5
部

分
介

助
、

標
準

的
な

時
間

内
、

半
分

以
上

は
自

分
で

行
え

る

0
上

記
以

外

9
排

便
コ

ン
ト

ロ
ー

ル

1
0

失
禁

な
し

、
浣

腸
、

座
薬

の
取

り
扱

い
も

可
能

5
と

き
に

失
禁

あ
り

、
浣

腸
、

座
薬

の
取

り
扱

い
に

介
助

を
要

す
る

者
も

含
む

0
上

記
以

外

1
0

排
尿

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

1
0

失
禁

な
し

、
収

尿
器

の
取

り
扱

い
も

可
能

5
と

き
に

失
禁

あ
り

、
収

尿
器

の
取

り
扱

い
に

介
助

を
要

す
る

者
も

含
む

0
上

記
以

外

合
　

　
　

　
　

　
計

0
0

【
家

族
介

護
力

評
価

】
受

傷
前

病
院

施
設

在
宅

判
断

・
理

解
　

4
.あ

り
　

　
3
.自

信
が

な
い

　
　

2
.あ

い
ま

い
　

　
1
.乏

し
い

家
族

関
係

　
4
.よ

い
　

　
3
.摩

擦
は

あ
る

が
修

復
可

　
　

2
.必

要
以

上
接

触
し

た
が

ら
な

い
　

　
1
.拒

否
的

健
康

状
態

　
3
.介

護
が

出
来

る
　

　
2
.休

息
を

取
れ

ば
可

能
　

　
1
.介

護
は

出
来

な
い

実
行

力
　

4
.自

主
的

　
　

3
.指

示
が

あ
れ

ば
　

　
2
.消

極
的

　
　

1
.で

き
な

い

意
欲

　
3
.あ

り
　

　
2
.あ

ま
り

な
い

　
　

1
.介

護
意

欲
は

な
い

介
護

時
間

　
5
.専

念
　

　
4
.家

事
育

児
と

　
　

3
.制

限
（
時

間
・
曜

日
）
　

　
2
.日

中
困

難
　

　
1
.と

れ
な

い

合
　

　
　

　
　

　
計

0
0

【
日

常
生

活
自

立
度

・
認

知
症

自
立

度
】

受
傷

前
病

院
施

設
在

宅

日
常

生
活

自
立

度
　

　
Ｊ

1
　

　
　

J
2
　

　
　

A
1
　

　
　

A
2
　

　
　

B
1
　

　
　

B
2
　

　
　

C
1
　

　
　

C
2

認
知

症
自

立
度

　
 自

立
　

 　
I　

　
 　

Ⅱ
a　

　
　

Ⅱ
ｂ

　
　

Ⅲ
a　

　
　

Ⅲ
ｂ

　
　

　
Ⅳ

　
　

　
M
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/
/

/
/

/
/

/
/

/
/

/
/

/
/

/

/
/

退
院

日
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

湖
北

地
域

連
携

パ
ス

（
大

腿
近

位
部

骨
折

）
【
経

過
報

告
書

　
兼

　
依

頼
書

】
【
関

係
者

用
】

＜
H

2
8
.1

2
改

訂
版

＞

氏
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
様

　
（
 男

 ・
 女

 ）
施

設
名

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
話

：
施

設
名

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

話
：
　

　
　

　
　

　
　

　
施

設
名

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

話
：
　

　
　

　
　

　
　

　

主
治

医
説

明

　
□

　
骨

粗
鬆

症
治

療
継

続
必

要

入
院

（
入

所
）
中

の
経

過
　

在
宅

で
の

経
過

生
年

月
日

  
M

・
T

・
S

・
H

　
  

  
  

 年
 　

　
  

　
月

　
 　

　
 日

生
　

 （
　

 　
　

　
　

歳
）

住
所

 I
D

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

受
傷

日
H

年
月

日
受

傷
場

所
：

受
傷

原
因

受
傷

部
位

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 　

 〔
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
〕

入
院

日
H

年
月

日
手

術
日

H
年

月
日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

主
治

医
：

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
主

治
医

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
担

当
者

：

術
式

　
　

誰
に

：
誰

に
：

誰
に

：

手
術

日
H

年
月

日
説

明
者

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
説

明
者

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

説
明

者
：

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

生 活 目 標 達 成 度

目
　

　
　

　
　

　
　

標
術

後
リ

ハ
ビ

リ
開

始
車

い
す

つ
か

ま
り

立
ち

～

つ
か

ま
り

歩
行

歩
行

器
歩

行
杖

歩
行

独
歩

（
応

用
歩

行
）

開
始

日
・
終

了
日

～
～

～
～

～
～

生
　

活
　

目
　

標
ギ

ャ
ッ

ジ
ア

ッ
プ

尿
器

の
使

用
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

使
用

病
棟

ト
イ

レ
の

使
用

病
棟

内
歩

行
器

歩
行

病
棟

内
歩

行
訓

練
屋

外
杖

歩
行

練
習

上
着

の
着

脱
ズ

ボ
ン

の
着

脱
靴

の
着

脱
身

の
回

り
動

作
の

自
立

入
浴

動
作

の
自

立
和

式
生

活
練

習

次
の

目
標

に
行

く
た

め
の

条
件

　
　

　
　

　
 【

受
傷

前
情

報
】

聞
き

取
り

日

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 連 携 計 画

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【
病

　
　

　
　

院
】

変
更

時
目

標

【
回

復
期

病
院

・
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
・
療

養
病

棟
・
老

健
】

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【
在

　
　

宅
】

生
活

場
所

: 
移

動
の

初
期

目
標

設
定

日
設

定
日

移
動

の
初

期
目

標
　

　
　

設
定

日
　

　
　

/
　

　
　

　
変

更
時

目
標

　
　

　
　

設
定

日
　

　
　

/
移

動
の

初
期

目
標

　
　

　
設

定
日

　
　

　
/

移
動

の
目

標

　
　

　
  

  
　

  
  

　
  

 　
　

  
 　

　
　

　

  
  

 
  

  
 

　
　

移
動

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

引
き

継
ぎ

情
報

・
リ

ハ
ビ

リ
上

の
留

意
点

引
き

継
ぎ

情
報

・
リ

ハ
ビ

リ
上

の
留

意
点

生
活

上
の

目
標

食
事

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

排
泄

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

入
浴

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

更
衣

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

か
か

り
つ

け
医

　
先

生
〈
訪

問
系

サ
ー

ビ
ス

〉
〈
通

所
系

サ
ー

ビ
ス

〉
〈
そ

の
他

〉

既
往

歴
理

学
療

法
士

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
　

　
作

業
療

法
士

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

理
学

療
法

士
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
　

作
業

療
法

士
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

）
・

介
護

度
変

更
：

月
日

）
・

日
退

院
（
退

所
）
日

：
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日
帰

宅
１

ヵ
月

後
：
　

　
　

　
月

　
　

　
　

日
(

月
日

趣
味

・
職

歴
等

介
護

申
請

  
: 
  

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

介
護

認
定

調
査

：

移
動

:

看 　 護 　 情 　 報 　 等

退
院

時
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

：
(

介
護

度
変

更
：
　

　
　

介
護

度
；
要

支
援

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
要

介
護

：

介
護

度
：
　

要
支

援
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
要

介
護

：
介

護
度

；
　

要
支

援
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

要
介

護
：

退
院

時
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

：
月

移
動

:
移

動
:

受
傷

前
の

生
活

状
況

食
事

:
食

事
:

食
事

:

排
泄

:
排

泄
:

排
泄

:
生

活
上

の
最

終
ゴ

ー
ル

入
浴

:
入

浴
:

入
浴

:

看
護

・
介

護
上

の
問

題
点

等
看

護
・
介

護
上

の
問

題
点

等
看

護
・
介

護
上

の
問

題
点

等

家
族

構
成

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

要
介

護
認

定
：

介
護

度
　

　
　

担
当

ｹ
ｱ
ﾏ
ﾈ

ｰ
ｼ
ﾞｬ

ｰ

氏
名

：

事
業

所
：

担
当

者
：
　

　
　

　
　

　
身

障
手

帳
級

担
当

者
：

転
帰

先
：

紹
介

先

自
宅

連
絡

先
電

話
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

本
人

・家
族

の
希

望
本

人
・家

族
の

希
望

本
人

・家
族

の
希

望

家
族

連
絡

先

氏
名

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
続

柄
：

担
当

者
：
　

　
　

　
　

　
病

棟
管

理
者

：
担

当
者

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

病
棟

管
理

者
：

電
話

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

パ
ス

送
付

先
：

送
付

日
：

平
成

年
月

日
パ

ス
送

付
先

：
　

　
　

送
付

日
：
平

成
　

　
 年

　
　

 　
月

　
 　

日
パ

ス
送

付
先

：
送

付
日

：
平

成
　

　
　

年
　

　
　

　
月

　
　

　
　

日
　

ベ
ッ
ド

上
車

い
す

杖
歩

行
車

い
す

カ
ン

フ
ァ
レ

ン
ス

立
位

保
持

が
で

き
る

ベ
ッ
ド

上

つ
か

ま
り

歩
行

歩
行

器
歩

行

つ
か

ま
り

立
ち

つ
か

ま
り

歩
行

つ
か

ま
っ

て
足

踏
み

が
で

き
る

独
歩

つ
か

ま
り

立
ち

ベ
ッ
ド

上
車

い
す

杖
歩

行

つ
か

ま
り

歩
行

歩
行

器
歩

行

つ
か

ま
り

立
ち

独
歩

歩
行

器
歩

行

杖
歩

行

独
歩

車
い

す
ベ

ッ
ド

上

つ
か

ま
り

歩
行

つ
か

ま
り

立
ち

歩
行

器
歩

行

杖
歩

行

独
歩

ベ
ッ
ド

上

車
い

す
つ

か
ま

り
立

ち

つ
か

ま
り

歩
行

歩
行

器
歩

行

杖
歩

行

独
歩

ﾘ
ﾊ

計
画

書
記

載

歩
行

器
で

立
位

が
と

れ
る

つ
か

ま
っ

て
数

歩
歩

け
る

車
い

す
に

３
０

分
以

上
座

れ
る

全
身

状
態

が
座

位
に

耐
え

る
こ

と
が

で
き

る
つ

か
ま

っ
て

立
ち

上
が

れ
る

歩
行

器
で

２
０

ｍ
以

上
歩

け
る

一
人

で
歩

行
器

歩
行

が
で

き
る

施
設

・

つ
か

ま
っ

て
１

０
ｍ

歩
け

る
膝

折
れ

し
な

い
膝

折
れ

し
な

い

手
す

り
を

片
手

支
持

で
歩

行
で

き
る

杖
を

持
ち

立
位

が
で

き
る

記
憶

な
し

一
人

で
杖

歩
行

が
１

０
０

ｍ
以

上
で

き
る

不
整

地
（
砂

地
・砂

な
ど

）
歩

行
が

で
き

る
膝

折
れ

し
な

い
膝

折
れ

し
な

い

１
５

ｃ
ｍ

段
差

昇
降

が
で

き
る

坂
道

歩
行

が
で

き
る

屋
外

で
２

０
０

ｍ
以

上
歩

行
が

で
き

る

立
位

・
歩

行
時

の
転

倒

寝
て

い
て

、
体

を
捻

っ
た

階
段

・
段

差
の

踏
み

外
し

交
通

事
故

い
す

・ベ
ッ
ド

か
ら

の
転

落

人
工

骨
頭

お
む

つ
骨

折
不

明

右
左

内
側

転
子

部

骨
結

合
術

：

そ
の

他

そ
の

他
手

術
（

）

地
域

連
携

パ
ス

の
説

明
済

み

自
宅

（同
居

人
: 
  
 

地
域

連
携

パ
ス

の
説

明
済

み

有
・

無

そ
の

他

手
術

な
し

無
）・

全
介

助

地
域

連
携

パ
ス

の
説

明
済

み

車
い

す
歩

行
器

歩
行

独
歩

つ
か

ま
り

立
ち

ベ
ッ
ド

上

つ
か

ま
り

歩
行

杖
歩

行

自
立

・
一

部
介

助
・

見
守

り
・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

済

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

自
宅

老
健

特
老

療
養

型
病

院
回

復
期

リ
ハ

病
院

・施
設

そ
の

他

未
済

有
無

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

有
無

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

訪
問

介
護

訪
問

看
護

通
所

介
護

訪
問

入
浴

通
所

リ
ハ

ビ
リ

達
成

未
達

成

済
無

済
無

屋
内

屋
外

そ
の

他

有
無

在
宅

介
護

自
立

退
院

死
亡

転
院

無
有

全
介

助
自

立
・

一
部

介
助

・
見

守
り

・

本
人

家
族

（
）

本
人

家
族

（
）

本
人

家
族

（
）

有 無

B
IS

 
V

D
S
E
R

M
 

P
T
H

 
O
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e
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非
該

当
１
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２

４
３

１
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非
該

当
１

2
２

４
３

１
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非
該

当
１

2
２

４
３

１
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： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

【
日

常
生

活
機

能
評

価
表

】
病

院
施

設
在

宅
【
バ

ー
セ

ル
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
（
B

a
rt

h
e
l　

In
d
e
x
：
機

能
的

評
価

）
】

受
傷

前
病

院
施

設
在

宅

患
者

の
状

況
得

点
/

/
/

項
目

検
査

･ス
コ

ア
/

/
/

/
0
点

1
点

2
点

1
食

事

1
0

自
立

、
自

助
具

な
ど

の
装

着
可

、
標

準
的

時
間

内
に

食
べ

終
え

る
床

上
安

静
の

指
示

な
し

あ
り

5
部

分
介

助
（
例

え
ば

、
お

か
ず

を
切

っ
て

こ
ま

か
く
し

て
も

ら
う

）
ど

ち
ら

か
の

手
を

胸
元

ま
で

持
ち

上
げ

ら
れ

る
で

き
る

で
き

な
い

0
全

介
助

寝
返

り
で

き
る

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
で

き
な

い

2
車

椅
子

か
ら

ベ
ッ

ト
へ

の
移

動

1
5

自
立

、
ブ

レ
ー

キ
、

フ
ッ

ト
レ

ス
の

操
作

も
含

む
（
非

行
自

立
も

含
む

）
起

き
上

が
り

で
き

る
で

き
な

い

1
0

軽
度

の
部

分
介

助
ま

た
は

監
視

を
要

す
る

座
位

保
持

で
き

る
支

え
が

あ
れ

ば
で

き
る

で
き

な
い

5
座

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
が

ほ
ぼ

全
介

助
移

乗
で

き
る

見
守

り
・
一

部
介

助
が

必
要

で
き

な
い

0
全

介
助

ま
た

は
不

可
能

移
動

方
法

介
助

を
要

し
な

い
移

動
介

助
を

要
す

る
移

動
（
搬

送
を

含
む

）

3
整

容
5

自
立

（
洗

面
、

整
髪

、
歯

磨
き

、
髭

剃
り

）
口

腔
清

潔
で

き
る

で
き

な
い

0
部

分
介

助
ま

た
は

不
可

能
食

事
摂

取
介

助
な

し
一

部
介

助
全

介
助

4
ト

イ
レ

動
作

1
0

自
立

、
衣

服
の

動
作

、
後

始
末

を
含

む
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
便

器
な

ど
を

利
用

し
て

い
る

場
合

は
そ

の
洗

浄
も

含
む

で
き

な
い

衣
服

の
着

脱
介

助
な

し
一

部
介

助
全

介
助

診
察

・
療

養
上

の
指

示
が

通
じ

る
は

い
い

い
え

5
部

分
介

助
、

体
を

支
え

る
、

衣
服

、
後

始
末

に
介

助
を

要
す

る
他

者
へ

の
意

思
の

伝
達

で
き

る
で

き
る

時
と

で
き

な
い

時
が

あ
る

5
入

浴
5

自
立

0
全

介
助

ま
た

は
不

可
能

あ
る

0
部

分
介

助
ま

た
は

不
可

能
合

　
計

　
得

　
点

0

危
険

行
動

な
い

6
歩

行

1
5

4
5
m

以
上

の
歩

行
、

補
装

具
（
車

椅
子

、
歩

行
器

は
除

く
）
の

使
用

の
有

無
は

問
わ

な
い

1
0

4
5
m

以
上

の
介

助
歩

行
、

歩
行

器
の

使
用

も
含

む

5
歩

行
不

能
の

場
合

、
車

椅
子

で
4
5
m

以
上

の
操

作
可

能
【
そ

の
他

の
情

報
】
　

（
自

由
記

載
：
記

載
者

の
職

種
、

氏
名

を
ご

記
入

下
さ

い
）

0
上

記
以

外
担

当
施

設
名

担
当

施
設

名

7
階

段
昇

降

1
0

自
立

、
手

す
り

な
ど

の
使

用
の

有
無

は
問

わ
な

い

5
介

助
又

は
監

視
を

要
す

る

0
不

能

8
着

替
え

1
0

自
立

、
靴

、
フ

ァ
ス

ナ
ー

、
装

具
の

着
脱

を
含

む

5
部

分
介

助
、

標
準

的
な

時
間

内
、

半
分

以
上

は
自

分
で

行
え

る

0
上

記
以

外

9
排

便
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

1
0

失
禁

な
し

、
浣

腸
、

座
薬

の
取

り
扱

い
も

可
能

5
と

き
に

失
禁

あ
り

、
浣

腸
、

座
薬

の
取

り
扱

い
に

介
助

を
要

す
る

者
も

含
む

0
上

記
以

外

1
0

排
尿

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

1
0

失
禁

な
し

、
収

尿
器

の
取

り
扱

い
も

可
能

5
と

き
に

失
禁

あ
り

、
収

尿
器

の
取

り
扱

い
に

介
助

を
要

す
る

者
も

含
む

0
上

記
以

外

合
　

　
　

　
　

　
計

0
0

【
家

族
介
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】
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前

病
院

施
設

在
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4
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3
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が
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2
.あ

い
ま

い
　

　
1
.乏

し
い

家
族

関
係

　
4
.よ

い
　

　
3
.摩

擦
は

あ
る

が
修

復
可
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ら
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1
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否
的

健
康
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3
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護
が
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来

る
　

　
2
.休

息
を

取
れ

ば
可

能
　

　
1
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護
は

出
来

な
い

実
行

力
　

4
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主
的

　
　

3
.指

示
が

あ
れ

ば
　

　
2
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極
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1
.で

き
な

い

意
欲

　
3
.あ

り
　

　
2
.あ

ま
り

な
い

　
　

1
.介

護
意

欲
は

な
い

介
護

時
間

　
5
.専

念
　

　
4
.家

事
育

児
と

　
　

3
.制

限
（
時

間
・
曜

日
）
　

　
2
.日

中
困

難
　

　
1
.と

れ
な

い

合
　

　
　

　
　

　
計

0
0

【
日

常
生

活
自

立
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・
認
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立

度
】
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前
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設
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活
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立

度
　

　
Ｊ
1
　

　
　

J
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A
1
　

　
　

A
2
　

　
　

B
1
　

　
　

B
2
　

　
　

C
1
　

　
　

C
2
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知

症
自

立
度

　
 自

立
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Ⅱ
a　

　
　

Ⅱ
ｂ
　

　
Ⅲ

a　
　

　
Ⅲ

ｂ
　

　
　

Ⅳ
　

　
　

M
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８．受傷前日常生活動作調査シート 

受傷前日常生活動作調査シート

　骨折される以前の生活状況を教えて頂きたく、各項目において該当するところの□にチェックをして
　お答えくださいますようご協力お願いします。（◇は退院時チェック用です。）

□ 15 ◇ ひとりで、車、タクシー、バスなどを利用して外出できた。　　    　　  J1

□ 15 ◇ ひとりで家の周りを歩くことができた。  　　　　　　　　　        　　  J2

屋外介助 □ 10 ◇ 見守りまたは少し介助をすれば、家の周りを歩くことができた。 　  A1or2orB1

自宅自立 □ 0 ◇ ひとりで自宅内なら歩くことができた。　　　　　　　　　            A1or2orB1

自宅介助 □ 0 ◇ 見守りまたは少し介助をすれば、自宅内なら歩くことができた。　　A1or2orB1

車椅子① □ 5 ◇ 車いす駆動がひとりでできた。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  B1

車椅子② □ 0 ◇ 車いすの移動に介助が必要だった。 　　　　　　　　　　　　　　　　  B2

ベッド上 □ 0 ◇ ベッド上のみで過ごしていた。　　　　　　　　　　　   C1(寝返り可)orC2(寝がえり不可)

自立 □ 10 ◇ 見守りを必要とせずに、ひとりで階段昇降ができた。

一部介助 □ 5 ◇ 見守りまたは少しの介助をすれば、階段昇降ができた。

全介助 □ 0 ◇ かなりの介助を必要とした。あるいは、行っていなかった。

自立 □ 5 ◇ 洗体も含めてひとりでできた。（シャワー浴も含む）

介助 □ 0 ◇ 何らかの見守りまたは介助を必要とした。

非実施 □ 0 ◇ 自宅では入浴していなかった。

非実施 □ 15 ◇ 歩行が可能であるため車椅子を使用せず、椅子からの起立動作も可能であった。

自立 □ 15 ◇ 見守りを必要とせずに、ひとりでできた。

一部介助 □ 10 ◇ 見守りまたは少しの介助をすれば、移乗ができた。

全介助① □ 5 ◇ かなりの介助を必要としたが、ひとりで寝た状態から起きて座ることはできた。

全介助② □ 0 ◇ かなりの介助を必要とし、ひとりで起きて座ることもできなかった。

自立 □ 10 ◇ 見守りも必要とせずに、ひとりでトイレ動作ができた。あるいは尿器を使用し管理ができた。

一部介助 □ 5 ◇ 見守りまたは少し介助をすれば、トイレ動作ができた。

全介助 □ 0 ◇ かなりの介助を必要とした。あるいは、オムツ使用し行っていなかった。

 □手放し □ステッキ □老人車 □歩行器 □外は殆ど歩いていない □その他(　　　　)

日中活動度

歩行

自宅内歩行

屋外歩行

屋外自立

 □ベッドまたは布団から離れて生活 A1 □ほとんどベッド上で生活 B1(ADL介助)orA2(ADL自立)

 □手放し □壁つたい □ステッキ □老人車 □歩行器 □その他(　　　　)

メモ:

　※　裏面もお願いします。

  手すり 　□ある　□ない

  シャワーチェア    □ある　□ない　　※シャワーチェアー：洗い場用の高めの椅子

  その他福祉用具　  □ある　□ない　

メモ:

　　　　　　　　　 　 　　　　移乗（ベッドから車椅子への乗り移り）

メモ:

  手すり 　□ある　□ない

トイレ動作

   形態     □洋式 □和式 □ポータブルトイレ □尿器 □オムツ

   夜間  　 □ポータブルトイレ　□尿器　□オムツ　 □日昼と同じ

メモ:

階段

  手すり 　□ある　□ない

メモ:

入浴

   □ 一般浴（浴槽の湯につかる） □ シャワー浴
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□ 10 ◇ 日中、夜間ともに尿失禁はなかった。

□ 5 ◇ 時々(夜間)失禁することがあった。またはトイレに行くのが間に合わないことがあった。

□ 0 ◇ ほとんど尿失禁していた。

□ 10 ◇ 日中、夜間ともに便失禁はなかった。

□ 5 ◇ 時々失禁することがあった。または座薬、浣腸が必要で介助を必要とした。

□ 0 ◇ ほとんど便失禁していた。

□ 10 ◇ ３０分以内に、ひとりで食事ができた。

□ 5 ◇ 少し介助を必要とした。または、ひとりでできるが３０分以上かかる、もしくは１/3以上をこぼす。

□ 0 ◇ かなりの介助(食事動作の半分以上)を必要とした。半分以上は介助

□ 5 ◇ 手洗い、洗顔、整髪、はみがき、ひげ剃りが道具の管理を含めてひとりでできた。

□ 0 ◇ 介助を必要とした。あるいは促さないとできなかった。

□ 10 ◇ 上衣・下衣ともにひとりでできた。

□ 5 ◇ 少しの介助または靴下の着脱に介助を必要とした。

□ 0 ◇ かなりの介助(更衣動作の半分以上)を必要とした。

0 □ ◇

Ⅰ □ ◇

Ⅱａ □ ◇

Ⅱｂ □ ◇

Ⅲａ □ ◇

Ⅲｂ □ ◇

Ⅳ □ ◇

M □ ◇ 著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体疾患があった。

認知症はあるが、日常生活においてはほとんど支障がない。

家庭内外ともに、行動や意思疎通の困難さが多少あるが、誰かが注意していれば身の回りのことはできていた。

家庭内のみにおいては、行動や意思疎通の困難さが多少あるが、誰かが注意していれば身の回りのことはできていた。

主に日昼において、行動や意思疎通の困難さが時々みられ、身の回りのことをすることに介護を必要とした。

主に夜間において、行動や意思疎通の困難さが時々みられ、身の回りのことをすることに介護を必要とした。

全介助

整容

更衣

メモ:

自立

介助

メモ:

行動や意思疎通の困難さが頻繁々みられ、身の回りのことをすることに介護を必要とした。

合計：入院前　　　　点　　退院前　　　　点　　　 日常生活自立度：入院前　　　退院前

　□ 一人でできた　□ 見守り　□ 介助　□ ほとんど外出しない

　段差(　　　　　)cm 　段数(　　　　)段　　手すり　□ ある　□ ない

認知症

上がり
かまち

認知症はみられなかった。

ご自宅の環境において、他に不安な場所などがございましたら記載してください。

メモ:

玄関の外

玄関

寝具

形態 　□ ベッド　□ 布団

メモ:

　段差(　　　　　)cm 　段数(　　　　)段　　手すり　□ ある　□ ない

　□ 一人でできた　□ 見守り　□ 介助　□ ほとんど外出しない

一部介助

尿失禁

自立

メモ:

便失禁

一部介助

全介助

自立

一部介助

全介助

自立

一部介助

全介助

メモ:

メモ:

食事

自立

出典；湖北地域連携クリティカルパス検討部会 
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９．集積・評価等 
 
 
＜大腿骨近位部骨折発生状況調査について＞ 

 

(目的) 

湖北地域の大腿骨近位部骨折の発生状況及び入院状況について、医療機

関における基礎データを収集し、評価分析していく。また、地域連携パ

スの運用や介護予防対策等に活用していく。 

 

(対象) 

 湖北地域の３病院(長浜赤十字病院、市立長浜病院、長浜市立湖北病院)

に入院した事例を対象とする。 

 

（方法） 

  単年度における湖北地域の３病院(長浜赤十字病院、市立長浜病院、長浜

市立湖北病院)の入院事例について、集計表に入力し、翌年度の 4 月末ま

でに電子媒体にて保健所に送付する。 

 

(項目) 

  年齢、性別、住所地（旧町別）、入院日、退院日、転棟日、転院日、転

棟先、転院先、在院日数、入院前の生活場所、退院後の生活場所、バー

セルインデックス（受傷前、病院、施設、在宅）、認知症自立度（受傷

前、病院、施設、在宅）、パス使用状況、パス送付日、パス送付先、パ

ス返却日 

 

(評価) 

    集計結果については、地域連携クリティカルパス検討部会等おいて評価

分析していく。 
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＜脳卒中の集積について＞ 

 

 (目的) 

湖北地域の脳卒中患者の発生状況及び入院状況、地域連携パスの運用等

について、医療機関における基礎データを収集し、評価分析していく。

また、地域連携パスの運用や介護予防対策等に活用していく。 

 

 

(対象) 

 湖北地域の３病院(長浜赤十字病院、市立長浜病院、長浜市立湖北病院)

に入院した事例を対象とする。 

 

（方法） 

  単年度における湖北地域の３病院(長浜赤十字病院、市立長浜病院、長浜

市立湖北病院)の入院事例について、集計表に入力し、翌年度の 4 月末ま

でに電子媒体にて保健所に送付する。 

  

(項目) 

  年齢、性別、住所地（旧町別）、入院日、退院日、転棟日、転院日、転

棟先、転院先、在院日数、病名（病型別）、入院前の生活場所、退院後

の生活場所、バーセルインデックス（受傷前、病院、施設、在宅）、認

知症自立度（受傷前、病院、施設、在宅）、パス使用状況、パス送付日、

パス送付先、パス返却日 

 

(評価) 

    集計結果については、地域連携クリティカルパス検討部会等おいて評価

分析していく。 
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（１）Ｂ Ｉ （Barthel Index） 

基本的生活動作 
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（２）日 常 生 活 機 能 評 価 

 
 

 

 

 

０点 １点 ２点

床上安静の指示 なし あり

どちらかの手を胸元まで
持ち上げられる

できる できない

寝返り できる
何かにつかまれば

できる
できない

起き上がり できる できない

座位保持 できる
支えがあればでき

る
できない

移乗 できる
見守り･

一部介助が必要
できない

移動方法
介助を要しない移

動
介助を要する移動

（搬送を含む）

口腔清潔 できる できない

食事摂取 介助なし 一部介助 全介助

衣服の着脱 介助なし 一部介助 全介助

他者への意思の伝達 できる
できる時と

できない時がある
できない

診察･療養上の指示が通
じる

はい いいえ

危険行動 ない ある

合計得点 点

＊得点：０～１９点

＊得点が低いほど、生活自立度が高い。

得　　点
患者の状況
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（３）障害高齢者の日常生活自立度 

 

 
 

 

生
活
自
立

ランクJ

何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出す
る。
　　１．交通機関等を利用して外出する
　　２．隣近所へなら外出する

準
寝
た
き
り

ランクA
屋内での生活はおおむね自立しているが、介助なしには外出しない。
　　１．介助により外出し、日中はほとんどベッドから離れて生活する
　　２．外出の頻度が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている

ランクB

屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッドでの生活が主体である
が、座位を保つ
　　１．車いすにより移乗し、食事、排せつはベッドから離れて行う
　　２．介助により車いすに移乗する

ランクC
１日中ベッドで過ごし、排せつ、食事、着替えにおいて介助を要する
　　１．自力で寝返りをうつ
　　２．自力では寝返りもうてない

寝
た
き
り
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（４）認知症高齢者の日常生活自立度判定基準 
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